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心立方格子点上にくる模型 (Ⅹ S branch)等を同時に考察することにしたことo Lか
･し,格子模型の特徴を失わないように,当面, exclusioncoreが小さい branch
で模型を作ることにし･Ⅹ1branch,Ⅹ2 branchおよび Ⅹ2 branch か ら現われる
orderedbranch (S branch)の3つの branchに限った｡
30 液体一固体転移は Ⅹ1branch とSbranchとの間か･Ⅹ2 branchとSbranch
との聞かで表現できるとして.この2つの場合をとくに追求することにしたO (1/rn
で･nが小さな (n≦ 7) softpotentialのときには･ Ⅹ5 branchから魂われ
る orderedbranchを考える必要があると思われる｡ )
40 3重点 (気体.液体.固体の共存点 )を出せる模型であることO







ここで我々が採用した vfの計算法は字の通 りであるo i番 目の cell内の粒子の自
由体積をwiとして
vf ≡ iu･,u2 ･･･.･･ WN il/N ,
a,i - I exp卜 β+.(ri)〕d(i)
Vl
但し･N:粒子数･β- 1/kT,サi(ri):i-th cell のまわりの粒子は各々の
cellの中心に位置するとして i-thcell内の粒子が受けるポテンシャ/レO従って.





kagi近似 (この場合 Bethe近似と等価 となる )で計算するO (計算中 )a
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